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評価値
昨年比
指数

評価 取組の結果と今後の展望〈学校〉 総合評価 委員からの意見等

生徒が主体的に学校行事
に参加したと感じているア
ンケート評価値（生徒
No1、保護者No1）

3.6 3.6 100 A

ルーブリック評価表による
生徒の自己評価値 2.4 2.3 96 B

文武両立を目指した学習指導
や部活動指導が行われている
と感じているアンケート評価値
（生徒No4・保護者No4）

3.2 3.2 100 A

ルーブリック評価表による
生徒の自己評価値 2.3 2.1 91 B

キャリアパスポートによる
振り返りと改善に関するア
ンケート評価値（生徒№6）

3.1 2.9 94 B

ルーブリック評価表による
生徒の自己評価値 2.3 2.2 96 B

個々に応じた進路指導が
されていると感じているア
ンケート評価値（生徒
No7、保護者No７）

3.2 3.2 100 A

ルーブリック評価表による
生徒の自己評価値 2.2 2.1 95 B

１２月の調査で平日に3点
固定ができたと答えた生徒
の割合（％）

61% 68% 111 A

主体的な学習や学習習慣
の定着に関するアンケート
評価値（生徒No8、保護者
No8）

3.1 3.1 100 A

ルーブリック評価表による
生徒の自己評価値 2.3 2.1 91 B

課題発見・解決に関わるア
ンケート評価値（生徒No9） 3.3 3.2 97 B

ルーブリック評価表による
生徒の自己評価値 2.3 2.1 91 B

発信力に関するアンケート
評価（生徒No10） 3.3 3.3 100 A

ルーブリック評価表による
生徒の自己評価値 2.0 1.9 95 B

自己肯定感・自己有用感
に関わるアンケート評価値
（生徒No11）

3.3 3.1 94 B

ルーブリック評価表による
生徒の自己評価値 2.2 2.2 100 A

人権に関わるアンケート評
価値（生徒No13、保護者
No13）

3.3 3.2 97 B

ルーブリック評価表による
生徒の自己評価値 2.6 2.5 96 B

協働性に関わるアンケート
評価値（生徒No14） 3.5 3.4 97 B

ルーブリック評価表による
生徒の自己評価値 2.7 2.7 100 A

B

A

B

A

学校関係者評価

・「主体的に学ぶ」とは具体的にど
のような状態になることなのか、生
徒にも具体的に示すとよい。

・「３点固定」の重要性について保
護者に伝え、協力を依頼する必要
がある。

・多くの学校で、探究学習が「教科
横断的な学び」にまで深められてい
ない現状がある。指導は難しいが、
研究を進めてほしい。

・発信力育成のために、相手意識
や目的意識を明確にしたプレゼン
指導を行ってほしい。優れた発表を
見せることも有効である。生徒同士
の評価だけでなく、大人の評価を加
えていくことが必要だ。

・「自分の意見を適切に伝える」こと
は社会人にとっても難しい課題であ
る。まずは、発信する機会を設定
し、経験を積ませることが大切であ
る。

・探究活動で地域と関わる機会が
多い。生徒が地域に出ることは地
域にとっても大変ありがたい。地域
連携を今後も進めてほしい。

・SNSに関する問題は社会課題で
もある。小・中・高の系統だった指
導の必要性を感じる。デジタル社会
で生きる生徒たちに、ガイドラインを
きちんと示してほしい。

・１年生の理系選択者が増えた理
由は、学校の努力に加えて、島根
大学材料エネルギー学部や地域企
業との連携があると思われる。今
後も推進していくべきである。

A

B

B

・部活動や学校行事に意欲的に取
り組む生徒が多いのは良いことだ。
各種行事への積極的取り組みは生
徒の主体性を高める。生徒の自己
有用感の向上を意識した支援を
行ってほしい。

・受け身で過ごしてきた生徒は、自
己研鑽力や自己調整力が弱い。生
徒理解のためにも、地域の小中学
校との連携を進めてほしい。教科ご
との連携もできるとよい。

・探究学習やDXハイスクール事業
等により、多くの人やモノと関わる
ことができている。多様な経験を
し、自ら考えることで、当事者意識
や見通しを持つ力はついてくるので
はないか。

・「文武両道」は高い目標ではある
が、重要性を生徒に示し続けるべ
きだ。高校でまいた種が、大学や就
職先で花開くこともある。

・生徒会活動や総合的な探究の時間等
を活用し、生徒が発表する機会を設定
した。
・生徒の自己評価は「発信力」が最も低
かった。機会を設定するだけでなく、発
信力や表現力を高める指導を行う必要
がある。

・自己肯定感に関するアンケート結果
が低下した。ＳＣ事業や生徒支援組織
を活用し、生徒個々に応じた支援がで
きるよう配慮したい。
・授業はもちろん、学校行事や部活動
等の機会を活用して、他者から認めら
れる機会を創出する。

・学年部と連携して、人権・同和教育及
び道徳教育の充実を図った。次年度も
良好な連携体制を継続したい。
・SMS上の人権問題や生成ＡＩの倫理
的利用など、デジタル社会における新
たな課題にも迅速に対応できるよう、人
権・同和教育を更に充実させたい。

・生徒ルーブリックでは、「協働性」が最
も高評価であった。他者と一緒に学習・
作業する活動が適切に行われていると
感じている生徒が多い。
・生徒の学力やコミュニケーション力の
向上に繋がることを意識しながら、各活
動で協働的な場面を設定したい。

・平日の生活時間に関して、３点固定
ができたと応えた生徒の割合が高く
なった（1年生71％、2年生66％、3年生
68％）。
・「主体的に学ぶ自立した生徒の育成」
を課題と感じている教員が多い。次年
度に向けて、学力向上のための施策を
各教科の実践レベルに落とし込んでい
きたい。

・「総合的な探究の時間」では地域の
方々の協力を得て、対話的な学びが行
えた。
・テーマ設定に苦労する生徒が多かっ
た。次年度は生成AI 「探究ボッド」の運
用等を通して、テーマ設定のプロセスを
構築したい。

協働する力

意見や主張の多様
性を尊重しながら合
意を形成し、他者と

協働できる

　総合的な探究の時間
だけでなく様々な学習に
おいて協働的な場面を
積極的に設定する。

他者理解・肯定力

他者の考えを理解
し、自分と違ったも
のでも尊重したり受
け入れたりすること

ができる

　人権に関するＨＲや学
校行事・ホームルーム
活動などを通して他者を
思いやり大切にする姿
勢と態度を身につけさせ
る。
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自己理解・肯定力

自分を意味ある存
在として肯定的に捉

えることができる

　ＨＲ、部活動、個人面
談を通して自己理解を
深めさせると同時に他
者から認められる機会
を設ける。
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合
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発信力

自分の意見を適切
に伝えることができ

る

　教科学習や総合的な
探究の時間において、
発表の機会を工夫し発
信力と表現力の向上を
図る。

課題発見解決力

課題を発見し、自ら
解決していこうとし

ている

　総合的な探究の時間
での課題解決型学習を
改善・充実させる・

学びに向かう力

さまざまな学習に対
して、その意義・目
的を考え、主体的に

取り組む

　生活時間調査を実施・
集計・分析し、３点固定
（起床時刻・学習開始時
刻・就寝時刻）を呼びか
ける。

A

A

・生徒は学校行事に意欲的に取り組ん
でいる。次年度は学園祭の開催方法を
変更する予定である。検討するべき事
項が多いが、生徒の主体性や表現力
を育成する良いチャンスだと考える。

・体育系・文化系を問わず、全国大会
や中国大会に複数の部活動が出場を
果たした。
・部活動との両立を目指し、補習や模
試の在り方等を再検討するべきだとい
う意見もあった。質の高い文武両道の
実現に向けて、今後検討していきた
い。

見通しを持つ力

目標達成までのプラ
ンを立てることがで

きる

　生徒の進路実現のた
め個々の課題と改善策
について、検討会や模
試分析によって教職員
間で共有し、生徒と保護
者に示す。

A

・各学期の最終日に、ルーブリック評価
表による生徒の自己評価を実施した。
生徒の自己評価が低い「学びに向かう
力」「発信力」を向上させる取り組みを
進める必要がある。
・キャリアパスポートに関しては、活動
状況の可視化および蓄積を目的とした
ポートフォリオとして、今後も活用を進
めていきたい。

・個別面談や進路講演会、職業人講
話、系統別ガイダンス等を通して、生徒
が自分の進路について主体的に考え
る機会を創出した。
・就職・公務員、専門学校、短大・四大
と進路志望が多岐にわたる生徒が混
在する集団に対する効果的な指導の
在り方について、更に議論を進めた
い。
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徒

自
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と
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当事者意識

何事にも自分ごとと
して取り組むことが

できる

　総合的な探究の時間
や学校行事などにおい
て生徒主体で考え取り
組ませ達成感を抱かせ
る。

自己調整力

自分の活動を振り
返り、目標の達成に
向けて行動を改善
することができる

　キャリアパスポートの
中でルーブリックによる
自己評価を行わせ目標
達成に向けて行動の改
善を促す。

自己研鑽力

自分自身を高める
ために、もっと学ぼ

うとする

　きめ細かな学習指導と
適切な部活動によって、
質の高い文武両立を実
現する。

令和７年度　学校評価表（安来高等学校）

評価計画

育成を目指す資質・能
力

生徒及び保護者評価

　生徒・保護者アンケート（４択）　４：そう思う　３：どちらかというとそう思う　２：あまりそうは思わない　　１：まったく思わない

　生徒ルーブリック評価（５段階）　レベル４：とてもできる　 レベル３：かなりできる 　レベル２：わりとできる 　レベル１：少しできる　 レベル０：全く・ほとんどできない

　評価(学校）・・・達成指数100以上⇒評価Ａ（目標達成）、達成指数90以上100未満⇒評価Ｂ（ほぼ達成）、達成指数90未満⇒評価Ｃ（不十分）


